
「
要
支
援
切
り
」
ア
カ
ン

く
り
返
し
に
な
る
が
一
昨

年
の
介
護
保
険
法
改
悪
に
よ

り
「
要
支
援
」
と
認
定
さ
れ

た
人
に
対
す
る
訪
問
サ
ー
ビ

ス
と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
「
市

町
村
事
業
」
に
移
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
介
護
保
険
の

支
出
を
減
ら
す
た
め
に
、
市

町
村
に
「
安
あ
が
り
介
護
を

や
れ
」
と
、
国
が
押
し
つ
け

た
の
だ
。

大
阪
市
の
場
合
は
来
年
四

月
か
ら
施
行
。
国
の
意
向
を

一
定
程
度
ふ
ま
え
た
事
業
内

容
の
骨
子
が
作
ら
れ
て
い
る
。

が
、
三
月
に
は
固
ま
る
予
定

が
夏
に
ず
れ
込
む
気
配
。
要

支
援
切
り
は
許
さ
な
い
！
と

介
護
労
働
者
や
事
業
者
が
訴

え
て
き
た
成
果
で
も
あ
る
。

大
阪
市
と
協
議

こ
の
事
業
内
容
に
つ
い
て

四
月
二
七
日
、
市
と
大
阪
社

会
保
障
推
進
協
議
会
の
交
渉

が
あ
っ
た
。
五
〇
人
以
上
の

参
加
で
市
役
所
地
下
の
会
議

室
は
満
杯
。
市
側
は
「
意
見

を
聞
く
だ
け
の
場
」
と
の
姿

勢
を
崩
さ
な
い
も
の
の
当
事

者
の
リ
ア
ル
な
批
判
や
怒
り

に
動
揺
を
隠
せ
な
い
場
面
も
。

訪
問
介
護
と
家
事
代
行
サ
ー

ビ
ス
は
ち
ゃ
う
！

市
は
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
「
基
準
緩
和
型
」

と
い
う
「
無
資
格
者
に
よ
る

安
上
が
り
介
護
」
（
現
行
報

酬
よ
り
二
五
％
減
）
を
導
入

す
る
つ
も
り
だ
。
市
の
主
張

は
突
き
つ
め
れ
ば
こ
う
だ
。

『
要
支
援
者
へ
の
訪
問
サ
ー

ビ
ス
の
大
半
は
家
事
援
助
。

そ
れ
は
ヘ
ル
パ
ー
資
格
が
な

く
て
も
で
き
る
仕
事
。
人
手

不
足
を
補
う
た
め
に
家
事
援

助
は
無
資
格
者
に
や
っ
て
も

ら
う
。
簡
単
な
研
修
は
や
る
。

無
資
格
だ
か
ら
介
護
報
酬
は

下
げ
る
。
ヘ
ル
パ
ー
の
家
事

援
助
は
平
均
時
給
一
三
〇
〇

円
だ
が
家
事
代
行
サ
ー
ビ
ス

は
時
給
九
五
〇
円
で
募
集
。

そ
の
額
を
基
準
に
計
算
し
て

介
護
報
酬
を
決
め
た
』
。

皆
さ
ん
は
ど
う
思
わ
れ
ま

す
か
？
訪
問
介
護
は
介
護
予

防
が
必
要
と
認
定
さ
れ
た
人

に
対
し
て
ヘ
ル
パ
ー
が
行
う

仕
事
。
そ
の
家
事
部
分
だ
け

を
切
り
と
っ
て
家
事
代
行
サ
ー
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大
阪
市
の
介
護
事
業
は
賃
下
げ
と
要
支
援
ぎ
り
を
促
進
す
る

見
直
し
を
！

介
護
労
働
者
の
賃
金
あ
げ
ろ



ビ
ス
と
比
較
す
る
こ
と
自
体

が
問
題
。
ヘ
ル
パ
ー
の
仕
事

は
身
体
や
生
活
全
般
に
及
ぶ

見
守
り
や
支
援
を
含
ん
で
い

る
。
熱
中
症
、
急
な
病
変
、

死
に
直
面
す
る
事
さ
え
あ
る
。

利
用
者
と
の
話
の
中
か
ら
詐

欺
の
被
害
を
キ
ャ
ッ
チ
し
、

対
処
が
必
要
と
な
る
場
合
も

あ
る
。
財
布
が
そ
の
辺
に
置

い
て
あ
る
家
の
中
に
も
上
が

り
こ
む
。

誇
り
と
責
任
感
、
倫
理
感

を
裏
打
ち
す
る
労
働
条
件
の

保
障
は
必
須
不
可
欠
で
あ
る
。

介
護
報
酬
削
減
が
目
的

「
家
事
代
行
と
同
じ
だ
か

ら
時
給
は
安
く
て
い
い
、
介

護
報
酬
も
下
げ
る
」
―
つ
ま

る
と
こ
ろ
介
護
費
用
の
削
減

が
最
大
の
目
的
で
あ
り
、
介

護
の
質
は
二
の
次
な
の
だ
。

家
事
代
行
サ
ー
ビ
ス
の
時

給
九
五
〇
円
自
体
も
問
題
で

あ
り
、
そ
れ
を
基
準
に
家
事

援
助
の
報
酬
を
さ
ら
に
下
げ

る
と
は
と
ん
で
も
な
い
発
想
。

自
治
体
が
、
介
護
労
働
者

賃
上
げ
の
た
め
に
独
自
の
施

策
を
行
う
べ
き
状
況
の
中
で
、

賃
金
引
下
げ
要
因
と
な
る
事

業
を
自
ら
策
定
す
る
と
は
到

底
承
認
で
き
な
い
。

人
手
不
足
は
低
賃
金
か
ら

そ
も
そ
も
「
人
手
不
足
を

補
う
た
め
に
無
資
格
者
を
」

と
の
主
張
は
ペ
テ
ン
、
よ
く

見
て
も
机
上
の
空
論
だ
。
人

手
不
足
＝
資
格
者
不
足
で
は

な
い
。
あ
ま
り
の
低
賃
金
・

長
時
間
・
過
酷
な
労
働
の
た

め
資
格
者
が
職
に
就
か
ず
、

あ
る
い
は
離
職
し
て
い
く
、

両
者
の
悪
循
環
が
人
手
不
足

を
更
に
深
刻
に
し
て
い
る
。

現
場
の
常
識
で
あ
る
。

「
時
給
一
五
〇
〇
円
で
も
人

が
来
な
い
」
現
実
な
の
だ
。

要
支
援
者
を
切
る
か

事
業
所
が
自
滅
す
る
か
？

昨
年
、
介
護
報
酬
は
大
幅

に
下
げ
ら
れ
た
。
特
に
要
支

援
者
へ
の
訪
問
サ
ー
ビ
ス
の

報
酬
は
二
割
減
。
倒
産
件
数

は
過
去
最
多
と
な
っ
た
。
更

に
二
五
％
引
下
げ
ら
れ
た
ら

昨
年
三
月
の
報
酬
の
六
割
に

…
。訪

問
介
護
の
多
く
を
零
細

事
業
者
が
担
う
。
こ
の
報
酬

で
職
員
に
ま
と
も
な
賃
金
を

払
い
経
営
を
維
持
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。

市
は
、
今
あ
る
介
護
事
業

所
が
や
ら
な
い
な
ら
民
間
の

家
事
代
行
業
者
も
シ
ル
バ
ー

人
材
事
業
も
あ
る
…
と
言
う
。

大
阪
府
は
外
国
人
労
働
者
受

入
の
特
区
と
い
う
事
実
も
念

頭
に
あ
る
は
ず
だ
。

だ
か
ら
強
気
で
二
つ
の
選

択
肢
を
事
業
者
に
迫
っ
て
い

る
の
だ
。
要
支
援
者
介
護
は

利
益
に
な
ら
な
い
か
ら
①
や

ら
な
い
、
②
や
れ
ば
や
る
ほ

ど
赤
字
が
増
え
閉
鎖
か
倒
産
。

結
局
「
緩
和
型
訪
問
介
護

サ
ー
ビ
ス
」
は
劣
悪
悪
介
護

か
、
さ
も
な
く
ば
「
高
い
保

険
料
あ
っ
て
介
護
な
し
！
」

を
強
制
す
る
も
の
だ
。
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恐
る
べ
し
次
の
大
改
悪

来
年
国
会
上
程
を
許
す
な
！

し
か
し
こ
れ
も
序
の
口
。

安
倍
内
閣
は
「
軽
度
者
切
り
」

の
大
改
悪
を
来
年
の
国
会
に

出
す
目
論
見
。
軽
度
者
と
は

要
介
護
２
ま
で
。
「
よ
う
一

人
で
暮
ら
し
て
は
る
な
あ
。

大
丈
夫
か
い
な
」
と
は
た
か

ら
見
て
も
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
、
そ
ん

な
人
で
も
要
介
護
２
で
あ
る
。

大
改
悪
の
主
な
内
容
は
、

軽
度
者
に
つ
い
て
①
福
祉
用

具
、
住
宅
改
修
、
生
活
援
助

は
原
則
自
己
負
担
、
②
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
市
町
村
事
業
に

移
行
、
③
自
己
負
担
二
割
の

対
象
拡
大
な
ど
。

あ
～
！
「
金
の
な
い
奴
に

介
護
は
贅
沢
、
勝
手
に
死
ね
」

と
い
う
こ
と
な
の
だ
。

ま
だ
決
ま
っ
て
な
い
！

さ
ら
な
る
大
改
悪
が
迫
る

今
、
「
要
支
援
切
り
」
を
許

さ
な
い
闘
い
は
益
々
重
要
だ
。

何
処
ま
で
押
し
返
せ
る
か
が

次
を
左
右
す
る
。
市
に
改
善

を
求
め
声
を
あ
げ
続
け
よ
う
。

同
日
午
後
、
大
阪
労
働
局

と
の
交
渉
も
行
っ
た
。
府
労

働
委
員
会
・
元
労
働
委
員
の

要
さ
ん
も
参
加
さ
れ
た
。
介

護
事
業
所
の
違
法
状
態
、
劣

悪
な
労
働
条
件
を
局
と
し
て

も
一
定
認
識
し
て
い
た
が
、

実
効
性
あ
る
施
策
は
不
十
分
。

今
後
も
交
渉
を
続
け
る
。
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大
阪
労
働
局
交
渉

戦
争
法
は

廃
止
！

改
憲
を

許
さ
ん
！

５月３日の憲法記念日。

午後、扇町公園には２万人が集

まった。港合同も40人余が参加。

壇上で高校生が言った。「政治に

無関心で生きることはできるが無

関係で生きる事はできない」「次世

代に責任をもつ」と。若者を襲う貧

困、原発事故の現実の中から主

権者は私だ！と、思考し、主張し、

行動する若者が立ち上がってい

る。老いも若きもともに闘い続け

よう！


